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論 文 内 容 の 要 旨

トウガラシは新大陸起原であるが,その分類体系ならびに栽培植物としての起原および起原地の問題に

ついては,ほとんど解明されていないのが現状である｡

本論文は,中南米のアンデス山岳地帯およびアマゾン上流地域の現地調査によって収集された栽培種お

よびその近縁野生種870系統のうち,709系統を用いて形態分析,系統問の交雑親和性などについて実験

を行った結果と現地調査によって得られた地理的分布ならびに生態的観察資料をとりまとめ, トウガラシ

の起原と栽培化の過程を解明したものである｡

トウガラシには,栽培種として CaPsicumannuum,C.chinense,C.baccatumおよび C.pubescensの4

種が知られている｡著者は採集した709系統を用い,多数の量的および質的形質について形態分析を実施

した結果, これらはつぎの4種の野生型- 栽培型の複合種, すなわち, C.annuumvar.minimum-

C.annuum var.annuum,Cjruiescens-C.chinense,C.baccatum var.baccaium-C.baccaium var.

bendulum および C.eximium-C.1,ubescensに分類されると結論した｡ したがって,C.frutescensと C.

chinenseは同一種に分類されることを指摘 したO

上記の分類による複合種間および複合種内の系統問の交雑を行い, それらの交雑成功率, Fl種子の発

芽状沢,花粉稔性および種子稔性などを調べている｡それらの交雑親和性の比較分析の結果, 4種の複合

種の設定の妥当性を立証した｡そして,それぞれの複合種の野生型はその栽培型の成立に関与した祖先種

であるとした｡

つぎに,地理的分布から, 4種の複合種はそれぞれ異なった分布地域をもつことを明らかにした｡また,

現地調査による生態的資料から,野生型は雑草型の懐向を示すこと,その自生地が雑草型の生育に適した

限られた植生帯であること,などの事実を例示し,そのことから,それぞれの野生種の自生地は栽培種の

起原地であると結論した｡

以上の結果をとりまとめて,4種の栽培種の起原地は,C.annuum は中央アメリカ, C.chinenseは南
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米の西部アンデス,C･baccaium は中央アンデス,そして C.pubescensはボリビア高地であると結論したO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

トウガラシは新大陸起原であるが,栽培植物としての起原および起原地は必ずしも明らかにされていな

い.また,栽培種として Capsicum annuum,C.chinense,C.baccaium および C.pubescensの4種が知ら

れているが,それらの分類体系も確立されていない｡

本論文は,中南米のアンデス山岳地帯およびアマゾン上流地域の各地において現地調査を行い,栽培種

およびその近縁野生種を収集し,その中の709系統を栽培し,形態分析,系統問の交雑親和性,地理的分

布などについて得られた多くの知見をとりまとめ,その分類体系,それぞれの栽培種の祖先種と起原地お

よび栽培化の過程を解明したものである｡

まず,形態分析から,つぎの4種の野生型- 栽培型の複合種,すなわち,C.annuum var.minimum

-C.annuum var.annuum,C.frutescens-C.chinense,C.baccaium var.baccatum-C.baccaium var.

1)endulum および C.eximium-C.Pubescensが認められた｡ また, この結果から, C.frutesDenSと C.

chinenseは1種に包含されるものであるとしているO

つぎに,複合種の関係は,系統間の交雑親和性の比較分析からも認められることと,それぞれの複合種

の野生型がその栽培塾の祖先種であることを明らかにしている｡

また,地理的分布から,4種の複合種はそれぞれ異なった分布地域を示すことを明らかにしている｡

さらに,野生型は雑草型の傾向を示すこと,自生地が雑草型植物の生育に適した限定された植生帯であ

ること,などの事実から自生地が栽培型の起原地であると考えている｡

以上の結果から,4種の栽培種の起原地を,C.annuum は中米, C.chinenseは南米の北部アンデス,

C.baccatum は中央アンデス,そして C.Pubescensはボリビア高地であるとしている.

以上のように,本論文は トウガラシについて詳細な現地調査を行い,多数の系統を用いての実験結果か

ら,その分類体系ならびに起原を明確にしたもので,栽培植物起原学に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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論 文 内 容 の 要 旨

細胞質遺伝は真核生物の遺伝現象の重要な一部をなしてお り, ミトコンドリアや色素体のような細胞小

器官に存在する遺伝子が関与 している｡ しかし,細胞小器官の遺伝子がどのような分子的機構で細胞質遺

伝をする形質を発現するかについてはまだほとんど分っていない｡

本論文は,この機構の理解に資するために行った, ミトコンドリアと細胞質の tRNA及びアミノアシ

ル tRNA合成酵素 (以下,tRNA合成酵素という)の比較研究の成果を3章に分けて取 りまとめたもの

である｡材料としてほ原生動物の Teirahymena動Jriformisを用いている｡

第 1章では ミトコンドリア中の tRNA の起源についての研究を取 り扱っている｡ ミトコンドリア分画

から得た alanineなど13種類のアミノ酸を運搬する tRNAとミトコンドリアDNAとの問で hybridiza-

tiontestを行ったところ,tyrosineなど3種類のアミノ酸を運搬するtRNAは ミトコンドリアDNAと

bybridを形成したが,alanineなど10種類のアミノ酸に対応する tRNAは bybridを形成 しなかった｡

この結果から,前者は ミトコンドリア遺伝子からつ くられる t-固有''tRNAであるのに対 し,後者は核遺

伝子によってつ くられ, ミトコンドリアに運ばれてくる '-移入"tRNAであることが分ったO

また,逆相クロマ トグラフ法によりalanineなど9種類のアミノ酸を運搬するミトコンドリア及び細胞

質 tRNA の isoacceptorの分画を行ったところ, ミトコンドリアの移入 tRNA と細胞質 tRNAはよく
ヽ

似た分画像を示 した｡ この事実もまた,移入 tR,NAが核遺伝子の転写によってつくられることを示 して

いる｡

第 2章では ミトコンドリア中の tRNA合成酵素に,固有及び移入 tRNAに対応する変異が存在するか

どうかを研究した結果を取 り扱っている｡ ミトコンドリア及び細胞質分画中の alanineなど20種類のア ミ

ノ酸に対応する tRNA合成酵素について,E.colttRNA のアミノアシル化の効率,反応の至適温度,塞

質に対する親和性など9つの特性を比較研究 したO ミトコンドリアの移入 tRNA合成酵素は同一アミノ

酸をチャージする細胞質中の tRNA合成酵素とよく似た特性を示 したが, ミトコンドリアの固有 tRNA
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合成酵素はこれと同一のアミノ酸をチャージする細胞質中の tRNA合成酵素に比し, その特性が明瞭に

異なっていた｡このことから, ミトコンドリアに見出される tRNA合成酵素には固有及び移入 tRNA仁

対応する2つの型が存在することが分った｡

第 3章では ミトコンドリア中の上記 2型の tRNA合成酵素が核遺伝子及び ミトコンドリア遺伝子の何

れにコー ドされているかを明らかにするために行った研究を取 り扱っている｡ ミトコンドリアでの転写及

び翻訳のそれぞれを特異的に阻害する etbidium bromide及び cblorampbenicolで細胞を処理 し,tRNA

合成酵素の産生に及ぼす影響を誠べたところ, 固有及び移入 tRNA の両者に対応する合成酵素の産生が

何れも阻害を受けなかったO このことから,両型の tRNA合成酵素はともに核遺伝子にコー ドされてい

ることが分った｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

細胞質遺伝は真核生物の遺伝現象の重要な一部をなしてお り, ミトコンド1)アなど細胞小器官の遺伝子

が関与している｡遺伝子の情報発現は横能の異なるRNAを転写によってつくることから始まるので,細

胞質遺伝の枚構を分子レベルで理解するには細胞小器官におけるこれらRNAの挙動を解明する必要があ

る｡ ミトコンドリアに 関してはすでに, ミトコンドリア遺伝子の転写によってつ くられる固有の tRNA

が存在すること,及び一部のtRNAは核遺伝子によってつ くられ, ミトコンドリアに運ばれる移入tRNA

であることが知られている｡

本論文は,原生動物の1種 Tetrahymenaカタriformisを用い, ミトコンドリア及び細胞質のそれぞれに

存在する tRNA及びアミノアシル tRNA合成酵素 (以下,tRNA合成酵素とい う)の生化学的特性を研

究 し,それらの起源を解明したものでしある｡

まず, ミトコンドl)ア DNA との hybridizationtestを行い,tyrOSineなど3種類のアミノ酸を運搬

する tRNAは ミトコンドリア遺伝子からつ くられる固有 tRNAであり,alanineなど10種環のアミノ酸

の tRNA は核遺伝子にコー ドされる移入 tRNAであることを証明した｡また,同一アミノ酸を運搬する

移入 tRNA と細胞質 tRNA は互いに類似 した isoacceptorをもつことを明らかにしている｡

次いで,反応至適温度,基質親和性など9つの特性について ミトコンドリア及び細胞質の tRNA合成

酵素を比較し,同一アミノ酸をチャージする移入 tRNA と細胞質 tRNAの合成酵素はよく似ているが,

固有 tRNA と細胞質 tRNA の合成酵素は互いに明瞭に異なっていること, 従って, ミトコンドリアの

tRNA合成酵素には固有及び移入 tRNA に対応する2つの型が存在していることを証明した｡

最後に, ミトコンドリアにおける転写及び翻訳の特異的阻害剤を用いてこれら両型の tRNA合成酵素

の産生の変化を調べ,両者が何れも核遺伝子にコー ドされていることを示 した｡

以上の結果から,Tetrahymenaにおいては ミトコンドリア tRNA の多 くは核遺伝子の支配下にあるが,

その一部は ミトコンドリア遺伝子の転写によってつ くられること, 及び ミトコンドリア tRNAをアミノ

アシル化する酵素はすべて核遺伝子によってコー ドされていることが明らかになった｡これらの成果は真

核生物の ミトコンドリア遺伝学の発展に寄与するばか りでなく,高等生物の細胞質遺伝の分子的機構の理

解に貢献するところが大きい｡_

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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